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三番瀬の再生に係る生物多様性の回復のための目標生物の選定について 
 

平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ ５ 日 
千葉県環境生活部自然保護課  

 
１．千葉県三番瀬再生計画（事業計画）における位置づけ 

 千葉県三番瀬再生計画（基本計画）に定められた５項目の再生の目標の一つで

ある「生物多様性の回復」について、生物多様性の回復の度合いを県民にわかり

やすく示すため、当面の目標として、回復の目安となる生物種（目標生物種）の

選定を、漁業者をはじめとする地元関係者や専門家等の意見を踏まえ、関係者の

合意のもとに目標生物種の選定を行います。（事業計画第２章第２節３） 

 

２．選定の手法 

 選定に当たっては、まず、昭和５０年度以降の千葉県等が実施した三番瀬の生

物調査等の既存資料を収集・整理し、かつて三番瀬で確認された生物を洗い出し、

併せて博物館等に聞き取り調査を行い、その結果から６９種の 生物リストを作

成しました。 

 次に、三番瀬で操業する漁業者や埋立事業開始以前から三番瀬周辺に住んでい

る方々等に対するヒアリングやアンケートを、また、一般の方々や三番瀬に関係

する機関の方々に対するアンケートを行い、かつて三番瀬で観察 された生物の

情報の提供を求めました。アンケートについては、約６００通の依頼に対し約３

３パーセントにあたる１９７通の回答が得られました。 

 三番瀬目標生物勉強会での議論と以上の結果の分析を勘案しながら、より詳細

な生息記録、生息環境や生活史の把握等を行なう核となる「目標生物候補リスト

（１次案）」を作成し、「第２６回三番瀬再生会議」に報告をしましたが、その際、

未選定であった生物種について、引き続き、目標生物勉強会での議論において、

アンケートの内容及び三番瀬周辺の生物との比較等を整理しながら選定しました。 

 平成２１年度は、目標生物勉強会等からの意見や三番瀬再生会議及び個別検討

委員会等専門家のアドバイスを聞きながら引き続き検討し、短期的、中期的及び

長期的の各段階の目標生物候補群（案）を作成します。 

 

３．目標生物種の選定（案） 

 三番瀬の再生については、自然の回復力を人間がサポートするという考え方に 

基づいて、再生の目標に向かって少しずつ手を加えながら、自然がどのように変

化するかを十分、観察・記録し、そのつど検討を加えながら計画を手直しする順

応的管理の原則に立って取り組むこととしています。 

 そこで、目標生物種の選定は、「目標生物候補リスト（１次案）」を基に「短

期的な目標生物種候補群」、「中期的な目標生物種候補群」、「長期的な目標生

物種候補群」の３段階に分けた選定としたところです。 

短期的な目標生物種候補群 

 

 

 

「現在三番瀬では観察されていないもの」及び「現在

も観察されるが以前に比べ個体数が減少しているも

のでその回復が望まれるもの」のうち、三番瀬の再生

の早期に出現が見込まれるものを選定する。 

中期的な目標生物種候補群 

 

三番瀬再生が着実に進展したことを示すものとし

て選定する。 

長期的な目標生物種候補群 

 

三番瀬再生の最終目標となるシンボル的なものとし

て選定する。 



  

４．目標生物種候補群（１次案） 

   

目標の期間  魚類  甲殻類  貝類  鳥類  植物  

短 期 的 な 

目標生物種  
トビハゼ  チゴガニ  

アサリ  

ソトオリガイ

シロチドリ  

バン  
ヨシ  

中 期 的 な 

目標生物種  

イシガレイ  

ウナギ  
カザミ  

ウミニナ  

イボキサゴ

メダイチドリ 

ヨシガモ 

シオクグ  

コアマモ  

長 期 的 な 

目標生物種  
アオギス  クルマエビ ハマグリ  

マガン  

ツルシギ  

アサクサノリ

アマモ  

   
６．今後のまとめのイメージと進め方（案） 

今後のまとめ方としては、目標生物候補リスト（１次案）を基に、再生のポイ

ントとなる生息記録、生活史、物理的環境、餌等を中心に三番瀬目標生物勉強会

等からの意見や三番瀬再生会議及び個別検討委員会委員等専門家のアドバイス

を聞きながら検討し、短期的、中期的及び長期的の各段階の目標生物候補群（案）

を作成します。 

その後、三番瀬再生会議やパブリックコメント等による意見を踏まえ、目標生

物種を選定します。 

 

【今後の目標生物候補の整理項目】 

１．三番瀬およびその周辺における生息記録の整理 

２．生活史（生活の場やスケール）および生息環境の物理的環境（底質、塩分

濃度、波・流れ、地形、周辺の植生等） 

３．えさ（食物連鎖、えさになる生物の生息環境） 

４．再生（復活）のためのポイント（とりもどす生態系、物理的環境、 

プロセス） 

５．三番瀬とその周辺で望まれる短期的、中期的及び長期的の各段階 

における目標生物に共通する環境 

 

【今後の選定のフロー】 

１．三番瀬再生会議への経過報告 

２．三番瀬目標生物勉強会での検討    

３．専門家（評価委員会、個別検討委員会委員、研究者、漁業者等）への知見

の照会、三番瀬評価委員会での検討 

４．パブリックコメント 

５．三番瀬再生会議への報告 

６．千葉県の「三番瀬再生目標生物」として決定 




















